
　打ち抜き（パンチプレス）加工

ステンレス、アルミの流通加工形態

曲げ加工

打ち抜き加工→曲げ加工の工程で、フィルムを貼り替える必要がない為、作業効率がアップします。

パンチプレス加工用表面保護材

●従来厚手タイプフィルムで問題となっていた“カス上がり”現象は、ほとんど発生しません。
●焼却時に塩素系ガスなどの発生は、ほとんどありません。

●90°曲げ加工のみならず、ヘミング曲げ加工においても基材破れ、SUS傷などは、ほとんど発生しません。

※1 加工条件によっては不具合が発生する場合もあります。
※2 SPV-M-6030のSUS板推奨厚さは0.6mm以下であり、0.6mm以下のSUSであればほとんどの場合ご使用いただけます。

コイル SPV貼り合わせ

加　工

メーカー コイルセンター

 品　番
打ち抜き（パンチプレス）加工※1
曲げ加工※1

 SPV-AM-500
○ カス上がり：少
○ 問題なし

 SPV-M-6030
○ カス上がり：少
×　基材ヤブレ、金属板傷※2

 SPV-201SR
× カス上がり：多
○ 問題なし

AM-500AM-500

AM-500AM-500

従来品

従来品

SPV®-AM-500
打ち抜き、曲げのどちらの加工にもすぐれた機能を発揮する鋼板用表面保護材
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　　　　項 目 
テープ厚さ
SUS430BA粘着力※1

アルミベア材粘着力※1

巻戻し力※2

引張強さ※2

伸び※2

単 位
mm
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%

　試験値※3
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 フィルム種類
AM-500
201SR
M-6030

フィルム破れ

○

×

ワーク曲げキズ

○

×

標準幅（mm）
1020
1250

標準長さ（m）

100

 フィルム種類

AM-500

201SR

M-6030

フィルム破れ

○

×

ワーク曲げキズ

○

×

ダイ寸法
  V10
  V8
  V10
  V8
  V10
  V8

SPV®-AM-500

加工条件
●打抜板材：SUS304 t1.0
●打抜形状：窓抜き
●打抜個数：10010発

加工条件
●曲げワーク：SUS304 t1.0

● 90°曲げ

● ヘミング

201SR M-6030 フィルム無し CL: 0.2 CL: 0.3 CL: 0.4

金型クリアランスを変えても
カス上がり発生率は変わりません

2020年12月発行
カタログコード：09222

※1 引張速度300mm/分、はく離角度180°
※2 引張速度300mm/分
※3 本試験値は参考値であり、保証値ではありません。

※上記サイズに関しましては生産状況により異なる場合がございますので
あらかじめご承知おきください。
※その他のサイズの対応につきましてはお問い合わせください。

本試験値は参考値であり、保証値ではありません。
使用状態・加工条件により変化します。

本試験値は参考値であり、保証値ではありません。
使用状態・加工条件により変化します。　

パンチプレス加工用表面保護材

打ち抜き（パンチプレス）加工時の“カス上がり”発生率 曲げ加工性

特　性 標準サイズ

● 加工例　9×9窓抜き（1/2” 5×5パンチ）加工  

◆このカタログに記載の内容は、改良などの理由により、予告なく変更することがありますの
で、あらかじめご了承ください。
◆本データは、測定値の一例であり保証値ではありません。また、本紙記載の用途への適合性を
保証するものでもありません。
◆ご使用いただく前に、被着体（テープに貼り合わせる材料）との適合性をご確認の上、ご使用
検討をお願いいたします。

〒441-3194 愛知県豊橋市中原町字平山18番地
TEL: 0532-41-7223  FAX: 0532-41-8446
営業時間 9:00～17:30（土、日、祝祭日、年末年始、夏季休暇を除く）
E-mail: tdoc@nitto.co.jp

●お問い合せは

表面保護材テクニカルサポートセンター TDOC（ティードック）

https://www.nitto.com/jp/ja/
2012R
0607F10 F H

ご使用上の注意
●直射日光を避け、常温常湿の場所に保存してください。
●貼り合わせ時には、必要以上のブレーキをかけないでください。貼り合わせ後、端部からフィル
ムが浮く原因となります。
●加工油を使用した被着体は、フィルム貼り合わせ以前に十分脱脂処理を行ってください。不十
分な場合は、被着体汚染またはのり残りの原因となります。
●厳しい加工条件の場合には、あらかじめテストを実施し、十分検討の上ご使用ください。
●本製品をはがした後の被着体表面に塗装・メッキ・エッチング・接着などの処理をする場合に
は、本製品からの微量の移行成分により、不具合が発生することがあります。ご使用に際しま
しては、必ず使用条件に即した事前検証をお願いいたします。
●塗装板に対しては塗料の焼付条件などにより、はく離が重くなったり、塗料をはがす場合があ
ります。十分ご検討のうえご使用ください。
●アルマイト処理などの表面処理板に対しては処理条件などにより、SPVの特性（はく離性）が
異なる場合があります。ご使用前に十分ご確認ください。
●特に天然系の被着体（大理石・木材など）に対しては当社の本製品担当部門までご相談くだ
さい。

SPV®-AM-500


